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び
を
実
感
し
、
夢
を
追
い
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
何
よ
り
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
と
述
べ

た
。

　

理
事
長
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
祝
辞
は
、
時

間
の
都
合
で
文
章
に
よ
り
配
布
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
理
事
長
は
、「
仕
事
を
通
し
て
自

己
の
能
力
や
興
味
を
膨
ら
ま
せ
、
成
功
も

失
敗
も
、
す
べ
て
を
我
が
師
と
し
て
向
上

し
、
豊
か
な
生
活
を
し
て
欲
し
い
」
と
お

祝
い
の
言
葉
を
贈
ら
れ
た
。

　

式
の
最
後
は
、
全
員
で
高
ら
か
に
校
歌

を
斉
唱
し
、
卒
業
生
は
参
列
者
の
大
き
な

拍
手
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
思
い
出
深
い

学
び
舎
を
あ
と
に
し
た
。

　

春
と
は
い
え
肌
寒
い
朝
を
迎
え
、
日
差

し
が
時
々
顔
を
覗
か
せ
る
３
月
２
日
、
第

111
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
来
賓
と
在
校
生
の
参

列
を
取
り
や
め
て
行
わ
れ
た
。
国
歌
が
斉

唱
さ
れ
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
171
名
の
代

表
と
し
て
勝
部
小
夏（
3-6
北陵
）さ
ん
に
水
谷

厚
志
学
校
長
よ
り
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ

た
。

　

式
辞
の
中
で
、
学
校
長
は
、
卒
業
生
の

様
々
な
分
野
で
の
輝
か
し
い
功
績
を
称
え

る
と
と
も
に
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
「
希

望
は
成
功
に
導
く
信
仰
で
あ
り
、
希
望
無

く
し
て
は
成
就
で
き
な
い
」「
私
の
三
重
苦

は
、
神
様
が
く
だ
さ
れ
た
運
命
」
な
ど
の

言
葉
を
引
用
し
て
、「
前
途
に
立
ち
は
だ

か
る
苦
難
を
前
に
、
心
の
中
に
『
希
望
の

火
』
を
灯
し
、
若
さ
と
い
う
武
器
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
の
進
む
べ
き
道
を
探
す
力
と

し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
今
日
が
そ
の
日

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
、
松
本
澄
佳

令
和
元
年
度  

出
雲
北
陵
高
等
学
校

第
一
一
一
回  

卒
業
証
書
授
与
式

３
月
２
日　

本
校
体
育
館

令
和
元
年
度  

出
雲
北
陵
高
等
学
校

第
一
一
一
回  

卒
業
証
書
授
与
式

３
月
２
日

本
校
体
育
館

（
3-5
向陽
）さ
ん
が
春
の
野
外
活
動
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
関
西
研
修
旅
行
、
体
育
祭
文
化
祭

な
ど
の
学
校
行
事
を
振
り
返
り
、
短
か
っ

た
３
年
間
で
大
き
く
成
長
し
た
自
分
を
語

っ
た
。
ま
た
、
大
学
受
験
を
通
し
て
先
生

方
や
両
親
の
支
え
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

友
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
夢
を
叶
え
る
喜学校長式辞

答辞（代表　松本 澄佳） 卒業証書授与（代表　勝部 小夏）

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会
長
賞

白
根
美
優（
3-5
平田
）

島
根
県
高
等
学
校
体
育
連
盟

（
卓
球
部　

優
秀
選
手
賞
）

山
本
駿
介（
3-2
北陵
）・
武　
　

（
3-2
霸州
）

井
上
友
希（
3-3
北陵
）

島
根
県
吹
奏
楽
連
盟
表
彰

土
井
神
奈（
3-5
境一
）・
松
下
弘
樹（
3-3
出一
）

藤
山
沙
希（
3-6
後藤
）・
佐
藤
瑞
希（
3-2
平田
）

島
根
県
高
等
学
校
体
育
連
盟

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
専
門
部
表
彰
和
上
賞

郷
原
隼
人（
3-5
出一
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
専
門
部
表
彰
和
上
賞
敢
闘
賞

門
脇
美
羽（
3-2
北陵
）

島
根
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
表
彰

大
倉
一
真（
3-5
北陵
）

島
根
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
功
労
賞

日
野
愛
理（
3-2
出南
）

皆
勤
賞（
３
ヵ
年
）

矢
野
龍
生（
3-1
出一
）・
勝
部　

駿（
3-2
北陵
）

岸
本
都
和（
3-3
湖陵
）・
髙
木
寛
太（
3-3
出一
）

松
下
弘
樹（
3-3
出一
）・
出
羽
七
海（
3-3
平田
）

森
脇
水
都
士（
3-4
倉敷南
）・
原　

和
樹（
3-6
斐西
）

福
島
夕
映（
3-6
斐西
）・
藤
山
沙
希（
3-6
後藤
）

特
別
教
育
活
動
功
労
賞

（
団
体
賞
）

・
合
唱
部

・
吹
奏
楽
部

・
写
真
部

・
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・
卓
球
部

（
個
人
賞
）

写
真
部

・
吾
郷
眞
菜（
3-2
出南
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・
日
野
坪
雄
大（
3-3
出一
）・
福
島
悠
馬（
3-2
斐東
）

・
今
岡
純
也（
3-4
河南
）・
矢
田
和
真（
3-4
河南
）

な
ぎ
な
た
部

・
日
野
愛
理（
3-2
出南
）

卒
業
生
受
賞
者
一
覧



第４１５号　（2）

中
学
副
校
長　

高
橋　

豊

　

創
立
百
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
令
和
元

年
に
迎
え
た
こ
と
に
は
時
代
の
縁
を
感
じ
、
こ
の

上
な
い
喜
び
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
節
目
に
発
刊
す
る
今
回
の
記
念
誌

は
、
こ
こ
十
年
の
軌
跡
を
中
心
に
ま
と
め
て
い
ま

す
。
ま
た
写
真
を
多
目
に
使
い
、
生
徒
の
活
躍
ぶ

り
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
編

集
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
と
も
、
皆
様
に
ご
高
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
に
思
い
ま
す
。

卒
業
生
会
入
会
式

卒
業
生
会
入
会
式

時　

２
月
28
日　

於　

本
校
体
育
館

　

卒
業
式
を
翌
週
に
控
え
た
２
月
28
日
、
本
年
度

卒
業
生
171
名
の
卒
業
生
会（
和
風
会
）
入
会
式
が

挙
行
さ
れ
た
。
卒
業
生
会
の
森
脇
俊
樹
会
長
に
は
、

「
卒
業
後
は
、挨
拶
と
本
校
の
校
訓
で
あ
る
『
柔
し

く
剛
く
』
の
精
神
を
胸
に
、
誇
り
を
持
っ
て
頑
張

っ
て
欲
し
い
」
と
力
強
い
お
言
葉
で
卒
業
生
達
を

激
励
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
、
卒
業
生
会
の
輪
が
更
に
広
が
っ
て
い
く

よ
う
努
力
し
た
い
。

（
卒
業
生
会
事
務
局
：
竹
内
康
貴
）

卓　

球　

部

第
59
回
大
阪
国
際
招
待
卓
球
選
手
権
大
会

時　

２
月
14
〜
16
日　
　

於　

大
阪
府
立
体
育
会
館

〈
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
８　

山
本　

歩（
2-2
北陵
）

〈
ダ
ブ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
16　

山
本　

歩
・
原
田
哲
多（
1-4
北陵
）
組

○

大
会
総
評

　

高
校
２
年
生
以
下
の
選
手
が
出
場
す
る
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
で
、本
校
と
し
て
は

14
年
ぶ
り
に
ラ
ン
キ
ン
グ

入
り
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
。今
後
も
更
に
厳
し
い

練
習
に
取
り
組
み
、常
時
全

国
大
会
で
上
位
入
賞
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

　

皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

縁
あ
っ
て
本
校
に
集
っ
た
、
か
け
が
え
の

な
い
同
級
生
と
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も

仲
良
く
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
が
私
か
ら

の
一
番
の
願
い
で
す
。

　

自
ら
が
決
意
し
、
心
を
決
め
て
出
雲
北
陵

中
学
校
に
入
学
し
て
き
た
皆
さ
ん
で
す
。
知

ら
な
い
者
同
志
の
集
団
が
、
と
も
に
過
ご
し

て
き
た
３
年
間
の
日
々
こ
そ
一
番
の
財
産
で

す
。「
縁
と
人
情
」で
つ
な
が
っ
て
い
る
仲
間

は
、
き
っ
と
先
々
も
か
け
が
え
の
な
い
存
在

に
な
る
は
ず
で
す
。
ず
っ
と
こ
れ
か
ら
も
同

級
生
を
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
、
私
は
、
君
達
の
将
来
の
こ
と
が
一
番

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
卒
業
と
は
旅
立
ち

だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
私
の
最
上
目
標
は
、
子

ど
も
達
が
自
立（
律
）し
た
人
間
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
で
す
。
依
存
や
甘
え
か
ら
卒
業
し
、

大
人
へ
の
道
に
向
か
っ
て
、
自
ら
が
課
題
を

持
ち
、
決
断
し
、
行
動
し
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
た
だ
た
だ
「
坂
道
登
れ
」。

　

中
学
３
年
生
33
名
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

担
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
２
年
に
な
り

ま
す
。
担
任
が
決
ま
っ
た
時
に
は
不
安
や
戸

惑
い
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
は
皆
さ

ん
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
難
し
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
が
、

本
当
に
良
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　

私
は
い
い
担
任
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
厳
し
く
て
、
嫌
な
こ
と
を
言
う
担

任
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
伝
え
る
べ

き
こ
と
は
伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
い

う
思
い
を
持
っ
て
担
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
先
、
皆
さ
ん
の
未
来
が
輝
く

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
徹
底
し
て
伝
え
ま

し
た
し
、
一
切
妥
協
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

義
務
教
育
が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

は
自
分
で
決
め
る
こ
と
、
責
任
を
持
つ
べ
き

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
自
分
で
決
め
た
道

を
全
力
で
楽
し
み
な
が
ら
、
徹
底
的
に
向
き

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
自
身
も
ま
だ
ま
だ
成

長
の
途
中
で
す
。
皆
さ
ん
に
負
け
な
い
く
ら

い
成
長
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
以
上
に
皆
さ
ん
の
成
長
と
、
充
実
し
た

人
生
を
創
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
な
ら
そ
れ
が
で
き
ま
す
。
自
分

を
信
じ
て
く
だ
さ
い
。
一
人
ひ
と
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
素
晴
ら
し
さ
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い

ま
す
。

　

３
年
間
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ

し
て
、
楽
し
く
、
充
実
し
た
時
間
を
有
難
う
。

皆
さ
ん
の
輝
く
未
来
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

第
二
十
二
回  

中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

第
二
十
二
回  

中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

時

３
月
９
日

本
校
黎
明
館

時

３
月
９
日

本
校
黎
明
館

輝
く
未
来
に
向
け
て

三
年
担
任　
　
　

鈴
木　

雄
介

い
つ
ま
で
も
仲
良
く

副
校
長　
　
　
　

高
橋　
　

豊

ベスト８入賞を果たした山本歩

創
立
一
一
〇
周
年
記
念
誌
発
刊

時　

１
月
19
日

〈
３
級
合
格
者
〉

伊
東　
　

仁（
2-1
出三
）・
濱
田　

宙
大（
2-1
大社
）

井
上
菜
々
花（
2-1
出二
）・
椿　
　

麻
依（
2-1
大社
）

槇
原　

瑠
希（
2-1
出一
）・
三
代　

夕
楓（
2-1
平田
）

餅
川　

愛
華（
2-1
大社
）・
足
立　

一
馬（
2-2
斐東
）

尾
原　

寛
拓（
2-2
出三
）・
恩
田　

太
陽（
2-2
出一
）

金
坂　

尚
哉（
2-2
斐西
）・
福
島　

巳
斗（
2-2
出三
）

福
田　

太
輝（
2-2
出三
）・
松
本　

優
大（
2-2
平田
）

持
田　

翔
太（
2-2
斐西
）・
山
腰　

洋
平（
2-2
北陵
）

佐
藤　

光
里（
2-2
出三
）・
出
羽　

茉
緩（
2-2
浜山
）

山
田　

琴
未（
2-2
斐西
）・
山
本　

愛
華（
2-2
出一
）

井
上　

聖
斗（
2-3
出三
）・
尾
添　

晴
親（
2-3
出三
）

金
築　

公
平（
2-3
平田
）・
高
野　

幸
成（
2-3
出二
）

新
宮　

晴
稀（
2-3
出三
）・
寺
本　

昂
心（
2-3
松一
）

平
野　

海
心（
2-3
向陽
）・
福
田　

和
斗（
2-3
平田
）

福
田　

智
健（
2-3
向陽
）・
森
山　

柊
斗（
2-3
出三
）

山
﨑　

誠
矢（
2-3
出三
）・
渡
部
康
太
郎（
2-3
平田
）

安
達　

結
香（
2-3
斐西
）・
梶
谷　
　

和（
2-3
出三
）

川
上　

真
央（
2-3
出三
）・
高
橋
ま
ろ
り（
2-3
出一
）

玉
木　

羅
夢（
2-3
平田
）・
鶴
原　

遥
奈（
2-3
出三
）

廣
瀨　
　

凜（
2-3
大社
）・
福
島　
　

光（
2-3
出一
）

福
間　

春
佳（
2-3
向陽
）・
布
野
可
菜
美（
2-3
出二
）

古
川　

理
名（
2-3
斐東
）・
松
浦　

綾
乃（
2-3
向陽
）

令
和
元
年
度
音
楽
コ
ー
ス

ク
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

中
止
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
の
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
音
楽
コ
ー
ス

１
・
２
年
生
に
よ
る
ク
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
３
月

15
日（
日
）
に
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
様
々
な
状
況
を
考
慮
し
、

今
年
は
中
止
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
ご
理
解

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
18
回
出
雲
北
陵
高
等
学
校
進
級
展

日　

時
：
3
月
28
日（
土
）
9
時
〜
17
時

　
　
　
　

3
月
29
日（
日
）
9
時
〜
16
時

場　

所
：
出
雲
文
化
伝
承
館　

縁
結
び
交
流
館

（
出
雲
市
浜
町
５
２
０
）

入
場
料
：
無
料

多
数
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

第
62
回

全
商
情
報
処
理
検
定
合
格
者



（3）　第４１５号

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会
長
賞

三
宅　

輝
也（
中3
塩冶
）

島
根
県
中
学
校
体
育
連
盟
会
長
賞

〈
卓
球
部
〉

杉
浦　

大
和（
中3
長束西
）

〈
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
〉

春
日
美
津
紀（
中3
湖陵
）

　

去
る
２
月
26
日
に
山
陰
中
央
新
報
社
に

て
令
和
元
年
度
山
陰
中
央
新
報
ス
ポ
ー
ツ

優
秀
選
手
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
昨
年

７
月
に
行
わ
れ
た
全
国
中
学
生
大
会
に
お

け
る
団
体
優
勝
が
評
価
さ
れ
、
中
学
な
ぎ

な
た
部
が
同
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
回

の
受
賞
が
全

生
徒
の
励
み

と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。
支

え
て
く
だ
さ

っ
た
皆
様
に

感
謝
致
し
ま

す
。

　
「
ふ
る
さ
と
島
根
か
ら
世
界
へ
〜
人
・
自

然
・
文
化
〜
」
と
い
う
主
題
の
も
と
、
各
学

年
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
活
動
し
た
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

中
学
１
年

『
松
江
研
修
を
通
し
て
』

　

中
学
１
年
生
は
、
昨
年
の
11
月
11
日
に
行

っ
た
松
江
研
修
に
関
し
、
班
ご
と
に
研
修
の

内
容
を
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

出
雲
か
ら
近
い
松
江
で
す
が
、
訪
れ
て
初

め
て
知
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、
計
画
性
の
重
要
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
得
た
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
生
か
し
て
い
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
学
２
年

『
職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
』

　

中
学
２
年
生
は
、
出
雲
市
内
の
15
事
業
所

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
昨
年
の
11
月
11
・
12

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
職
場
体
験
学
習
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
体
験
学
習
の

振
り
返
り
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ど
の
事
業
所
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

併
せ
て
、
働
く
こ

と
の
意
義
、
働
く

上
で
大
切
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
学
ん
だ
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
学

校
生
活
に
生
か
し

て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

中
学
３
年

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
旅
行
を
通
し
て
』

　

中
学
３
年
生
は
、
昨
年
11
月
３
〜
11
日
に

行
っ
た
語
学
研
修
旅
行
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
・
生
活
な
ど
に

つ
い
て
、
１
年
生
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に

簡
単
な
英
語
を
用
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通

し
て
、
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
の

楽
し
さ
や
周
囲
の

人
と
助
け
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ど
の
学
年
の
発
表
も
素
晴
ら
し
く
、
ク
イ

ズ
を
取
り
入
れ
た
り
、
英
語
を
取
り
入
れ
た

り
と
、
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
保
護
者
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
良
い
保
護
者
研
修
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
発
表
会

令
和
元
年
度

時

２
月
１９
日

★
卒
業
記
念
品
★

中学１年１組

中学３年 中学２年

中学１年２組

中
学
校
卒
業
生
表
彰
者

中
学
校

時　

２
月
22
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

山
陰
中
央
新
報
製
作
セ
ン
タ
ー

　

本
校
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｅ
教

育
の
指
定
校
と
な
り
４
年
目
を
迎
え
、
新

聞
を
活
用
し
た
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。

今
年
度
は
２
ヶ
月
間
７
社
の
新
聞
が
毎
日

配
達
さ
れ
、
い
つ
で
も
自
由
に
新
聞
を
読

め
る
環
境
を
整
え
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、県
内
の
小
中
学
校
、高

校
の
実
践
指
定
校
８
校
の
教
員
が
一
年
間

の
成
果
を
発
表
し
た
。
本
校
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お

い
て
、
１
年
生
が
ふ
る
さ
と
学
習
、
２
年

生
が
職
場
体
験
、
３
年
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
語
学
研
修
旅
行
に
つ
い
て
ま
と
め
た

こ
と
な
ど
を
発
表
し
た
。
各
校
の
発
表
を

聞
く
こ
と
で
、
新
聞
で
教
育
の
質
を
高
め

る
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育

冬
季
セ
ミ
ナ
ー
発
表
会

冬
季
セ
ミ
ナ
ー
発
表
会

山
陰
中
央
新
報
社
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
賞
受
賞団体優勝に輝いたなぎなた部

セミナーの様子



第４１５号　（4）
　

２
月
12
日
、
島
根
大
学
生
14
名
が
本
校

に
来
校
し
、
特
進
コ
ー
ス
２
年
５
組
に
て

「
大
学
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
100
分
の
授
業
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
校
生
が
大

学
の
魅
力
に
気
づ
く
よ
う
に
と
島
大
生
が

企
画
し
た
授
業
で
す
。「
自
己
紹
介
」、「
ア

イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
」
の
シ
ル
エ
ッ
ト
ク

イ
ズ
で
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
大
学
生
の
お
話
を
聞
き
、
交
流

の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。
生
徒
達
は
生
き

生
き
と
し
た

表
情
で
「
先

生
」
の
話
を

聞
き
な
が
ら
、

熱
心
に
メ
モ

を
と
っ
た
り

質
問
し
た
り

し
て
い
ま
し

た
。
生
徒
の

「
振
り
返
り
」

の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

奥
井　

寛
太
（
2-5 

出南
）

　

勉
強
面
で
は
、
大
学
と
い
う
も
の
は

「
自
分
の
興
味
の
あ
る
も
の
を
伸
ば
す
場

所
＋
興
味
の
あ
る
も
の
を
見
つ
け
深
く

学
べ
る
場
所
」
と
説
明
し
て
い
た
だ
い

た
。
高
校
の
時
よ
り
も
専
門
的
な
学
び
に

な
り
、
高
校
時
代
に
勉
強
が
好
き
で
な
か

っ
た
人
も
「
自
分
の
興
味
の
あ
る
も
の
」

と
い
う
点
で
勉
強
や
研
究
を
頑
張
る
こ
と

作
品
と
研
究

が
で
き
て
い
る
人
が
多
い
ら
し
い
。
ま
た
、

レ
ポ
ー
ト
や
課
題
、
テ
ス
ト
は
ノ
ル
マ
で

は
な
く
、
自
分
の
た
め
に
な
る
材
料
だ
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
は

大
学
に
限
ら
ず
、
高
校
で
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
と
思
う
。
課
題
を
嫌
な
も
の
と
し

て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
力
に
な

る
プ
ラ
ス
の
も
の
と
し
て
考
え
て
い
き
た

い
。
生
活
面
で
は
、
二
人
の
方
に
話
を
聞

い
た
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は
「
自
由
で
あ

る
こ
と
」
以
外
の
大
学
の
魅
力
に
つ
い
て

で
あ
る
。
あ
る
方
は
、
遊
び
に
お
金
を
使

っ
て
し
ま
い
ア
ル
バ
イ
ト
に
い
そ
し
ん
で

い
る
う
ち
に
、
気
づ
け
ば
勉
強
に
費
や
す

時
間
が
な
く
な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
こ
の

失
敗
か
ら
時
間
と
お
金
を
「
逆
算
し
て
」

考
え
る
よ
う
に
な
り
そ
の
結
果
、
勉
強
や

好
き
な
こ
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
多
く
の

も
の
が
充
実
し
て
回
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。「
逆
算
し
て
」
つ
ま
り
「
計
画
性

を
持
っ
て
」
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

分
か
っ
た
。
ま
た
、
大
学
生
活
の
意
義
の

一
つ
と
し
て
、
社
会
人
の
「
予
習
」
と
な

る
点
を
挙
げ
て
お
ら
れ
た
。
計
画
性
を
身

に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
分
の
や
っ

た
こ
と
は
全
部
自
分
に
返
っ
て
く
る
の
で

責
任
感
が
伴
う
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ

の
一
方
で
、「
失
敗
し
て
も
大
丈
夫
」
と

い
う
言
葉
も
印
象
に
残
っ
た
。
大
学
で
は

周
り
の
教
授
か
ら
生
活
面
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
も
ら
え
、
助
け
て
も
ら
え
る
そ
う

だ
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
大
学
生
活
で

の
「
自
由
」
以
外
の
魅
力
に
つ
い
て
、
理

解
で
き
た
気
が
す
る
。

　

生
活
面
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
、
大
学

は
人
と
深
く
関
わ
れ
る
場
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
個
人
的
に
は
こ
れ
に
一
番
魅
力

を
感
じ
た
。
サ
ー
ク
ル
や
部
活
動
を
通
じ

て
、
他
学
部
、
他
学
科
の
学
生
と
も
関
わ

る
こ
と
が
で
き
る
ら
し
い
。
ま
た
そ
の
人

達
と
関
わ
る
こ
と
で
、
考
え
方
の
違
い
か

ら
視
野
が
広
が
る
と
い
う
。
僕
も
多
く
の

人
と
関
わ
っ
て
自
分
の
世
界
を
広
げ
る
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル

で
は
ち
ょ
っ
と
興
味
が
あ
る
こ
と
と
す
ご

く
や
り
た
い
こ
と
を
両
方
一
度
に
で
き
る

と
聞
い
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
サ
ー
ク

ル
や
部
活
動
は
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

し
て
楽
し
み
な
が
ら
、
学
び
成
長
で
き
る

場
所
だ
と
僕
は
感
じ
た
。

　

勉
強
面
で
は
、
大
学
で
も
高
校
で
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
と
は
っ
き
り
わ

か
っ
た
。
や
る
こ
と
は
違
っ
て
も
自
分
自

身
の
や
る
気
、
意
欲
次
第
で
何
も
か
も
変

わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
。
好
き
な
こ

と
を
深
く
学
べ
、
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け

ら
れ
る
大
学
。
そ
こ
へ
行
く
た
め
に
、
今

は
嫌
な
こ
と
で
も
自
分
の
力
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
今

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
す
れ
ば
い
い
と
思

っ
た
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
と
い
う
も
の
の

存
在
に
も
と
て
も
興
味
を
持
っ
た
。
僕
は

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
み
た
い
。

で
も
部
活
で
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
、
と
い

う
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
が
多
く
の

人
と
多
種
目
で
で
き
る
サ
ー
ク
ル
に
憧
れ

を
抱
い
た
。
さ
ら
に
以
前
の
僕
に
と
っ
て
、

大
学
進
学
後
は
教
室
も
な
い
の
に
友
達
が

作
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
不
安
要
素
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
を
通
し

て
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
仲
良
く
な
れ
る
ビ

ジ
ョ
ン
が
見
え
た
。

　

大
学
生
の
話
を
聞
き
、
大
学
へ
の
憧
れ

が
大
き
く
な
っ
た
気
が
す
る
。「
計
画
性

を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
」「
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
」「
勉
強
に

興
味
を
持
つ
こ
と
」
を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
は
、
今
の
高
校
生
活
に
も

共
通
し
て
言
え
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。
嫌
な
こ
と
で
も
自
分
の
た
め
に
な
る

と
い
う
発
想
の
転
換
を
起
こ
し
て
い
き
た

い
。
僕
は
教
育
学
部
に
進
学
し
た
い
。
大

学
生
に
な
る
の
も
そ
う
遠
く
な
い
未
来
だ

と
今
日
思
っ
た
。
今
の
う
ち
か
ら
教
員
と

し
て
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
養
っ
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
大
学
生
の

先
輩
も
言
っ
て
い
た
「
人
に
つ
い
て
し
っ

か
り
知
る
」、「
自
分
の
世
界
を
広
げ
る
」

と
い
う
こ
と
に
僕
は
大
き
な
意
味
を
感
じ

て
い
る
。

　

大
学
生
の
話
を
聞
い
て
、
大
学
に
入
る

た
め
に
今
で
き
る
「
勉
強
」
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
心
か
ら
思
っ
た
。

今月の
 1枚
「
四
季
を
切
り
取
る
」（
切
り
絵
）

三
宅　

輝
也

（中３）塩冶


